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はーっとみてよい。湯河原五泉〈神奈川県〉は Cl-イオンは o.7-1.1g/ Lの変差がある
が Cl-イオンに対する主成分の比をとると(比の値を結びづけた折紘をとむ温泉の特性棋
と名づけておく〉。第2図の如く互に近接する。
増富鉱足元 Clー イオンは 0.9-4匂 rfLの変差があるが比をとづた特性棋は殆んどー
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赤倉温泉〈右図~'1 NaClとして適当に引いたもの〉第 3 図





































































































































K 0.0187 0.031 1. 57 
Na 0.331 0.4818 1. 45 
Ca 0.1365 0.1913 1.40 
Mg 0.0013 0.0023 1.68 
CJ 0.5501 O. 7689 1. 39 
504 0.2533 0.3484 1.38 























9)石津:The mineral Springs pf Japan (1915) 
10)田中研一:温泉〈昭和13年2月〉
11) K. Bryan : Joum. GeoL Vol 32 (1924) 
12)日本鉱泉誌〈明治19年〉
13)山崎，町田，棚橋，海と空第13巻 〈昭和6年〉 及び城lJtf町分析表
Notes on Chemical Elements of Hot Springs 
(2) Kinzo Seno. Kunio uya 
-153ー
